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◆　実　践　報　告
2020 年度教職課程センターの取り組み 
















１ 2020 年度教職課程センターの取り組みの概要 
2020 年度の教職課程センターの取り組みを学生の指導を中心にみていく。周知のと
おり新型コロナウイルスの影響を受けて、4 月 7 日に緊急事態宣言が発令されたため、
学生が大学に来ることができなくなった。大学の授業の多くがオンラインでおこなわざ
るを得なくなり、教職課程センターの指導も 4 月 8 日から 6 月 28 日まで、対面指導を
中止した。 









開始した。具体的には、1 人の学生に対して「論作文」指導を週 1 回、「面接」指導を週
2 回、おこなうことにした。 
昨年度は 3 年生の 3 月から週 2 回程度の「論作文」指導を始めたが、今期はこれを





ることが難しかったことである。1 対 1 でおこなう「論作文」の指導でさえ、同じよう
に取り組んでいる仲間の存在が心の支えになっているのである。 














今年度、教職課程センターを利用して受験した者は、全体で 15 名であった。 
各自治体別に結果をまとめると以下のようになる。まず、東京都は 6 名が受験し、3
名が合格した。内訳は、中高数学科 2 名・中高理科 1 名である。この他、期限付き名簿
に中高数学科 1 名が登載された。神奈川県は 5 名が受験し、2 名が合格した。内訳は、
高校地歴科 1 名、高校数学科 1 名である。相模原市は大学推薦で中学英語科 1 名が合
格した。川崎市は 2 名が中学理科を受験したが、募集枠が若干名であり、何れも二次試
験で不合格となった。埼玉県は 2 名が受験し、高校物理科に 1 名が合格したが、高校国
語科は二次試験で不合格となった。不合格になった学生のその後の進路は、私学に採用
された者、受験した自治体の臨時的任用教員に登録した者などである。 









も複数いたが、実際に履修した学生は今年も 1 年生が 1 名にとどまった。近隣の中学校
に週 1 回午後に訪問し、少人数指導の TA と放課後の自習教室の指導を担当した。 
一方、教育実習期間が 2 週間に短縮された学生に対して、1 週間分を「学校インター
ンシップ」で代替することとし、4 名の 4 年生が教育実習の補充として履修した。彼ら
も放課後の自習教室の指導を中心に活動し、なかには部活動の指導に参加した者もいた。
教職課程センターの特任教員が体験先を 11 月中旬に訪問し、活動の様子を見学した後、











































欠である。特に、中学校では 2021 年から、高等学校では 2022 年から本格実施となる
新学習指導要領に対応した授業デザインを可能とする力の存在が面接で問われる可能
性は大であった。 
模擬授業は 4 月〜5 月の第 1 期と 6 月末〜8 月の第 2 期とに分けて実施した。それぞ
れの回に最低 1 回おこない、2 期合わせて 2 回以上おこなえるようにした。部分的に大
学構内への学生の入構が可能となったため、8 月には教室を利用した対面での模擬授業
を 2 日おこなった。 
 
第 1 期模擬授業 
4 月 16 日（木）：Ｕさん（数学）、Ｋさん（数学）  
  17 日（金）：Ａさん（数学）、Ｉさん（物理）  
  23 日（木）：ＫＡさん（公民）、Ｙさん（理科） 
  24 日（金）：Ｋさん（英語） 
  30 日（木）：Ｙさん（歴史）、Ｋさん（数学）2 回目 
5 月 1 日（金）：ＫＯさん（公民）、Ｉさん（数学）  
7 日（木）：Ｓさん（国語）、Ｕさん（数学）2 回目 
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   8 日（金）：Ｋさん（地理）、Ｋさん（理科） 
 
第 2 期模擬授業 
6 月 25 日（木） Ｋさん（英語）2 回目 
  26 日（金） ＫＯさん（公民）2 回目 
7 月 2 日（木） 希望者なし 
   3 日（金） Ｋさん（数学）2 回目 
  16 日（木） 希望者なし 
  17 日（金） Ｙさん（歴史）2 回目 
  30 日（木） 希望者なし 
  31 日（金） Ａさん（数学）2 回目 
 
（教室を使って） 
8 月 6 日（木）Ｕさん（数学）2 回目、Ｋさん（英語）3 回目 
8 月 7 日（金）Ｋさん（数学）2 回目、Ｉさん（数学）2 回目、ＫＡさん（公民）2 回目 
 










 2020 年 3 月 11 日に、世界保健機構から新型コロナウイルスがパンデミックである
ことが宣言され、現在も世界中でその対応をめぐる試行錯誤が続けられている。日本で






 2020 年 5 月 1 日に、文部科学省総合教育政策局教育人材政策課長名で通知が出され
た。「令和 2 年度における教育実習の実施期間の弾力化について（通知）」である。この
通知により、2020 年度に限っては、教育実習の総授業時間数のうち、3 分の 1 を超え
ない範囲を大学等における授業により行うことが可能とされた。なおその際には、「教
育実習に相当する教育効果」が認められる場合に限ることが求められた。また、高校以





















・実習 4 単位（1 単位 30 時間で合計 120 時間）分を、演習 4 単位（1 単位 15 時間で合
計 60 時間）分のオンライン授業として実施。学生には、教育実習で不足する分につい
て履修してもらう。 












（３）授業時間数（大学設置基準 23 条）をめぐる課題 
 教育実習の代替授業を大学がつくることをめぐっては、まずは確保すべき授業時数と、
そこに組み込むべき内容の選択が課題となった。本学においては、上記に記した代替授
業案を考えたのであるが、その際には、2013 年 3 月 29 日に高等教育局長名で出され
た「大学設置基準及び短期大学設置基準の一部を改正する省令の施行等について（通知）」
も参照する必要があった。 
 この 2013 年 3 月通知は、「教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげること
ができると認められる場合」には、大学設置基準第 23 条により設けられている授業期
間を、大学の創意工夫により多様化できるとするものであった。これは、「大学教育の








 実際に、2020 年 5 月 22 日に、日本教育学会から緊急に提出された提言では、授業時
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間数確保を機械的に行うのではなく、「教科等横断的に精選する」ことが求められてい







 現在は、事前事後指導を含めた教育実習 5 単位（高校 3 単位）の他に、教職実践演習
2 単位が必修化されているわけであるが、本学においては学校インターンシップ（1 単


























これらのことは、2020 年 8 月 18 日に発表された、日本学術会議 心理学・教育学委
員会 教育学分野の参照基準検討分科会「報告 大学教育の分野別質保証のための教育
















5 月から教育実習に行く学生が多いため、例年は 4 月に各種ガイダンスと教育実習関
連の指導がおこなわれている。しかし、2020 年度は新型コロナウイルスのため、すべ
てが 5 月からオンラインでのスタートとなった。 
1 年生を対象とする教職ガイダンスは、7 月に開催した。教員免許状を取得するにあ
たって、4 年間の流れと履修上の注意事項などの説明をした。 




1 年生から 3 年生を対象とする教職履修確認面接は、対面でないと実施が困難だった
ために、中止となり、質問や相談等がある学生のみを対象に対応した。 






こなった。4 年生は教育実習の振りかえりを 3 年生と共有し、相互交流を重視した。 
1、2 年生を対象とする介護等体験予備申請ガイダンスは 11 月と 12 月に 2 回実施し
た。3 年生を対象とする介護等体験事前事後指導は社会福祉教室と教育学教室が担当し




































を立ち上げた 2019 年度に比べ、2020 年度は 1 年間の取り組みの蓄積をもとにしてよ
り明確な見通しを立て、各取り組みをいっそう充実させられるはずであったところに新
型コロナウイルス感染症が拡大し、それへの対応に追われる 1 年となった。しかしその
過程で、３で指摘したように、教職課程が複数の学部にまたがった教員によって担われ
ている本学において、実践と理論の往復プログラムをいかに総合的につくっていくかと
いう課題がより強く自覚され、従来から存在したこの重要な課題に対する取り組みを前
進させることもできた。2021 年度は引き続き新型コロナウイルスの影響を受けること
になるが、2020 年度で得られた経験を土台にして取り組みを進めていきたい。 
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